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１ 単元名 「相似な図形」 ～ツインタワーの高さを求めよう～ 
 
２ 本時の目標 （第９時／２３時間）  
   直接には測定できない距離や高さを、縮図を利用して求めることができる（相似の利用） 
   〔思考力・判断力・表現力〕 
 
３ 本時の展開 
   準備する用具等 
    ・３０ｃｍ定規（１人１本あると望ましい） 
    ・７０ｃｍ程度の長さが図れる直定規や三角定規、金属製のメジャーなど（数本でよい） 
    ・ワークシート 
 
 

〇学習内容 ・学習活動 指導上の留意点 配慮事項 
評価規準 
（評価方法） 

 
導入 

（教室での作業） 
○国分寺駅前のツインタワー西棟の高さは
およそ何ｍだろう。 
・生徒に予想をさせる 
５０ｍ １００ｍ １５０ｍ 他 

 
〇どうやったら調べることができるか 
 ・ネットで調べる 
・グーグルアースを使う 

 ・アプリを使う 
 ・相似な図形を利用する（出なくてもよい） 

 
・ツインタワーに注目するような話題か
ら始める 

 
・実際に測定できないことを共有する 
 
・相似の利用を強調する必要はない 

 

 
展開 

 
 
 
〇測定の手順を示す 
 
 
①〇中とツインタワー西棟までの距離を、 

  地図を使って測定する 
   4cm×10000=400m 
  0.04m×10000=400m 
 
 
 
 
 
 ②30cm 定規を持った腕を目の高さにま

っすぐに伸ばし、目と定規の間の長さを
測定する 

 
 

   
 
 
 
 
 
【３０cm定規とプリント、筆記用具を持っ 
て校庭に出る】 
③３０ｃｍ定規を片手で持ち、手を伸ば 
す。（０cm の目盛りを上に置く） 
目盛りの０ｃｍをツインタワー西棟の 
頂上に合わせ、校庭の端の地面が何ｃｍ 
に見えるか測定する 

  

 
 
 
・イラストや写真を用いて、手順を分か 
りやすくする 

 
・１万分の１の地図にあらかじめ〇中   
 とツインタワー西棟間に線分を引い 
ておき、その長さから実際の距離を求 
める。 

・地図から実際の距離を求めることも、 
 縮図の利用であることにも簡単に触 
れたい。 

 
 
・本時は測定が大まかなので、細かい 
 測定値にこだわらないようにするな 
 ど、生徒の実態に合わせる。 
・計測器が十分に用意できない場合、 
 測定係などを決めて行うと効率的で 
ある。 

 
 
 
 
 
・校庭の校舎寄りに立つ。 
 
・ツインタワーの地面と、校庭の地面は 
高さが一致しているものと仮定して 
測定させる。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実際に測ることができない長さを求めてみよう 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【教室に戻る】 
〇測定した数値から、ツインタワー西棟の 
高さを求めてみよう 
 
 
 
・ワークシートに記入した測定結果を使 
って、どうやったら高さが求まるのかを 
考える 

 
 
 
 
・腕と３０ｃｍ定規の形から、直角三角形 
 を作図する 
・ツインタワー西棟と〇中の距離と、腕と 
 目の間の距離の関係に着目し、相似な図 
形を利用して高さを求める 
 

（計算例） 
〇中とツインタワー間の距離：400m 
目と定規の間の距離：60cm(0.6m) 
ツインタワーの頂上が見える高さ：20cm 
(0.2m) の場合 

 
 
 
 
 
 
 
 

ツインタワーの高さをⅩｍとすると、 
関係式 

Ⅹ：０．2＝４００：０．6 
この式より 
  ０．６Ⅹ＝０．2×４００ 
  ０．６Ⅹ＝８０ 
     X＝８０÷０．６ 
     X＝１３３．３･････ 
  およそ１３３ｍ 
 
 
（やり方が思いつかない生徒） 

 ・ヒントカードを使い、２つの直角三角形 
が相似であることから、ツインタワー西
棟のおよその長さを計算で求める 

 
〇求め方を発表する 
 ・２～３人の求め方を黒板で発表する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
・地面のレベルが正確ではないので、 
 地面から目の高さまでも無視して 
 計算する。（話題にしないほうが 
 スムーズに作業ができるようである） 
 
・プリントは、他の人が見て自分の考え  
 が分かるような書き方をするよう伝 
える。（図や計算、文章など） 
 

・一人で作業することが難しければ、グ
ループで活動して良いことを伝える 

 
・タブレットにヒントカードを保存して
おき、生徒が自分の理解度に応じて使
えるようにしてもよい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・例えば、単位をｍに揃えずに、ｍとｃ
ｍで対応させて関係式をつくる生徒
もいる。 

 生徒がどの図形に着目して関係を式
に表しているのか、単位はどのように 

 処理しているかなど、生徒の活動を通
して実態を把握する。 

 
 
 
 
 
 
・高さを求めることができた生徒には、 
 どのように求めたかを説明できるよ
うに指示を出す 

 
 
 
 
 
 
 
 
・事前にプリントに書かれている内容を
確認して、指名する生徒を決めてお

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○相似な図
形の性質を
具体的な場
面で活用し
ている 
B（１）イ（ウ） 
ワークシー
ト、生徒の活
動 



 
・ツインタワー西棟の高さを、相似な図形
の性質を使って求めることを理解し、実
際に求めることができる 

 
 
 
 
 
 
・計算で求めた結果にばらつきがあるのは 
 なぜだろうか 
 

く。 
 
（参考）実際の高さは 135m 
 
 
・今回の測定値は誤差が大きいので、計
算で求めた高さは１２０ｍから１６
０ｍくらいの幅がでるが、求め方が間
違っていなければ良いことを伝える。 

 
・より正確な値を求めるためには何が大
切かなどを話題にできると良い。 

 
 
まとめ 

〇本時の振り返りをする 
 
 
 
 
 
 
 
（可能であれば放課後の活動として） 
・〇中の校舎の高さを求めるには、どのよ 
 うにすればよいかを考えてみる。 

 
 
 
・希望者は放課後に集まって実測する 

・自分のことばでワークシートにまとめ
る。 

 
・実際に測ることができない長さを求め
るには、どのような図形をイメージし
て、何を測定したらよいかを理解し、
測定、計算できるようにする。 

 
 
・本時の学習活動を活かして、求め方を
考えさせる。校舎の高さは実測できる
ので、より正確な数値で計算が可能で
ある。 

 
・より正確に求めるために注意する点を 
 考え、共有する。 

 
 
 
○相似な図
形の性質を
具体的な場
面で活用し
ようとして
いる 
B（１）イ（ウ） 
ワークシー
ト 

 


